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神戸在宅ケア研究所

当期一般正味財団増減額の推移（24年度～26年度） （単位：千円）

法人全体 24年度 25年度 26年度 増減要因

116,457 79,094 25,394 全体的には、中核となる病院事業の保全工事等

に伴う患者数の制限及び訪問看護事業における

利用者数の伸び悩みに伴い、両事業で黒字額

が減少した。

現在、病院事業では、より報酬が高い上位の入院

基準の取得に向けて調整しており、改善を図るた

めの取り組みを行っている。

また、病院の保全工事については、平成29年度

までの予定になっており、以降は患者数も増加

すると見込んでいる。

当期一般正味財産増減額
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神戸市道路公社

設備更新等費用
単位：千円

新神戸トンネルＥＴＣ改築 469,559 天王谷料金収受機更新 108,276 柳谷ＥＴＣ複数レーン化、料金収受機更新 272,478
下谷上換気所排風機制御盤更新 66,440 布引トンネル西行防災受信盤更新 69,752 六甲北受変電設備更新 141,171
布引トンネル西行防災受信盤更新 50,925 唐櫃・有野電気室受変電設備更新 59,777 布引トンネル東行照明更新 92,590
六甲山トンネル消防用無線設備更新 42,105 道路管理センター無停電装置更新 51,206 布引トンネル東行消火栓更新 49,086
新神戸トンネル北行蓄電池更新 35,628 情報伝送システム更新 47,250 神戸駅南駐車場中央監視設備更新 13,787
新神戸トンネル電気室空調設備更新 2,741 六甲北可変式道路情報板更新 10,800

布引トンネル東行ポンプ更新 6,156

合計 667,398 合計 336,261 合計 586,068

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
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５．財務状況  （神戸市道路公社）

（単位：千円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 25 → 26増減

▲ 30,549,648 243,824 414,189 30,793,472

8,187,017 6,200,800 6,422,006 ▲ 1,986,217

38,736,665 5,956,976 6,007,817 ▲ 32,779,689

うち販売費及び一般管理費 545,333 454,651 469,881

うち人件費 464,651 398,482 424,454

うち減価償却費 12,218 11,929 34,655 ▲ 289

30,567,618 ▲ 227,430 ▲ 389,810 ▲ 30,795,048

31,931,500 290,373 64,070 ▲ 31,641,127

1,363,882 517,803 453,880 ▲ 846,079

うち支払利息 1,168,587 489,107 449,289 ▲ 679,480

17,970 16,394 24,379 ▲ 1,576

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

17,970 16,394 24,379 ▲ 1,576

141,826 159,796 176,190 17,970

159,796 176,190 200,569 16,394

139,141,116 137,412,739 136,855,162 ▲ 1,728,377

8,828,984 6,286,652 5,189,512 ▲ 2,542,332

130,312,132 131,126,087 131,665,650 813,955

うち建物 154,727 136,491 136,491 ▲ 18,236

110,598,290 108,853,519 108,271,563 ▲ 1,744,771

5,636,056 3,940,461 3,050,449 ▲ 1,695,595

うち短期借入金 3,030,237 2,388,985 1,867,631 ▲ 641,252

104,962,234 104,913,058 105,221,114 ▲ 49,176

うち長期借入金 27,503,048 25,114,063 23,246,432 ▲ 2,388,985

28,542,826 28,559,220 28,583,599 16,394

28,542,826 28,559,220 28,583,599 16,394

資本金 28,383,030 28,383,030 28,383,030 0

資本剰余金 0 0 0 0

利益剰余金 159,796 176,190 200,569 16,394

0 0 0 0

0 0 0 0

現金及び現金同等物の期首残高 0 0 0

現金及び現金同等物の期末残高 0 0 0 0

キ
ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ
ー

計
算
書
（

C
／
F
）

営業活動によるキャッシュフロー

うち減価償却費増減

投資活動によるキャッシュフロー

うち有形固定資産の増減

うち有価証券の増減

財務活動によるキャッシュフロー

うち短期借入金増減

うち長期借入金増減

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

貸
借
対
照
表
（

Ｂ
／
Ｓ
）

資産合計

流動資産

固定資産

負債合計

流動負債

固定負債

純資産合計

株主資本

評価換算差額等

繰越利益剰余金

損
益
計
算
書
（

Ｐ
／
Ｌ
）

営業利益

営業収益

営業費用

営業外利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別利益

特別損失

法人税等

当期純利益

前期繰越利益剰余金

様式１－５ 資料２－３ 



神戸空港ターミナル(株)　財務状況

（千円）
平成20年度決算 平成21年度決算 平成22年度決算 平成23年度決算 平成24年度決算 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

営業収益 1,954,167 1,864,054 1,460,719 1,489,368 1,636,197 1,621,096 1,532,833 1,519,000
営業費用 1,536,573 1,496,528 1,319,421 1,241,252 1,251,456 1,365,963 1,365,426 1,405,000
営業利益 417,594 367,525 141,298 248,116 384,741 255,133 167,408 114,000
営業外収益 7,651 3,842 4,503 4,384 1,387 749 109,806 500
営業外費用 131,307 117,288 102,624 92,256 83,267 77,087 58,810 44,500
経常利益 293,938 254,079 43,178 160,244 302,862 178,795 109,806 70,000
特別利益 8,515 3,477 38,004 3,003 0 0 2,314 0
特別損失 8,472 6,154 36,566 0 0 38,356 33,391 0
税引前当期純利益 293,981 251,401 44,616 163,248 302,862 140,439 78,728 70,000
当期純利益 178,650 143,696 15,632 98,208 186,710 86,218 42,183 45,500

年度乗降客数(万人） 258 234 222 257 241 235 244 243
（予算見込み）
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（公財）神戸市スポーツ教育協会 

 

正味財産の減少について 

 

●当協会における正味財産の推移                   （単位：千円） 

 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

一般正味財産増減額 61,894 46,841 27,276 

指定正味財産増減額 (※) 189,706 ▲18,767 ▲18,878 

正味財産増減額 251,600 28,074 8,398 

 (※) 神戸レディースフットボールセンター建設（H24.11.17 オープン） 

 

⇒ 神戸ﾚﾃﾞｨｰｽﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰに伴う指定正味財産の推移         （単位：千円） 

  H24 年度 H25 年度 H26 年度 

 

受 

入 

額 

① 

助成金 183,000 ― ― 

寄附金 16,277 3,456 9 

 199,277 3,456 9 

一般正味財産への振替額 ② 

（減価償却費に対応） 
9,571 22,223 18,887 

指定正味財産増減額（①－②） 189,706 ▲18,767 ▲18,878 

   ・ｽﾎﾟｰﾂ振興くじ（toto）助成金：独立行政法人日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ 

   ・都道府県ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ整備助成金：公益財団法人日本ｻｯｶｰ協会 

   ・都市ｻｯｶｰ協会ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ整備助成事業助成金：一般社団法人兵庫県ｻｯｶｰ協会 

 

●正味財産増減額の減少について 

  平成 24 年度の正味財産増減額が突出しているのは、神戸ﾚﾃﾞｨｰｽﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰを建設す 

 るために、指定正味財産として、各種助成金・寄付金を受け入れたためであり、平成 25 

 年度以降において、経営状況が著しく悪化しているものではありません。 

 

 

●一般正味財産増減額の減少について 

  平成 24 年度の一般正味財産増減額が大きい要因は、ポートアイランドホールの利用料

金収入において、興行利用が好調だったことによるものです。 

  また、公益財団法人として、収益事業で得た利益を公益目的事業に費やすという公益

法人の本来使命を果たすべく活動している結果、一般正味財産増減額が減少しているも

のです。 

（単位：千円、税抜） 

 
H24 年度  H25 年度  H26 年度  

収入 支出 差 収入 支出 差 収入 支出 差 

PIH 335,411 278,161 57,250 289,966 260,723 29,243 267,845 220,376 47,469 

公益事業 4,214288 4,206,789 7,499 4,396,554 4,400,920 ▲4,366 4,441,478 4,471,073 ▲29,595 

 ※PIH：附帯事業を含む。（備品貸出等） 

 ※PIH：H25 年度に床面・オーロラビジョン改修に伴う約１ヶ月半の休館あり。 
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神戸市社会福祉協議会 

テーマ 
      事業活動収支計算書（P/L） 

当期活動収支差額のマイナス要因について 

（回答） 

   市社協の事業は主に補助事業、受託事業、介護保険事業、基金事業に分類される。 

 

   そのうちで当期活動収支差額の主なマイナス要因は基金事業における原資取り崩しによる 

  ものである。 

 

 基金事業は主に寄付金が原資であり、その寄附目的に応じて、助成事業等に活用し、福祉の

増進に貢献している。なお、寄附金収入については、一般的な寄付金の他、高額の遺言信託な

どが年度によって稀に発生するが、単年度で費消してしまう性質のものではなく、次年度以降

計画的かつ継続的な事業実施のための原資としている。 

 近年は金利が非常に低いため、基金の資産運用果実（利息）とあわせて原資取崩を行いなが

ら事業を推進しており、単年度の収入額以上に事業支出を行っている。 

 

                              単位：円 

経理区分 当期活動収支差額 

ボランティア基金 0 

児童福祉基金事業 -11,217,570 

障害者福祉基金 -14,646,529 

※社会福祉推進基金 2,081,800 

地域福祉推進基金 -6,317,042 

基金関係合計（１） -30,099,341 

            ※社会福祉推進基金は寄附金収入の影響でプラス 

 

 また、基金事業以外として、補助事業関係は、０精算（残余金の返還）であるため、収支差

額への影響はほとんどない。 

 その他、在宅福祉センター運営事業、法人運営事業（総務費）、その他受託関係事業・自主

事業等において毎年変動するプラス・マイナス要素が重なり、これらの累積結果として、「当

期活動収支差額」が-10,614,277円となっている。 

  

経理区分 当期活動収支差額 

在宅福祉センター運営事業 19,928,038 

法人運営事業（総務費）※ -3,566,832 

その他の事業関係 3,123,858 

在宅・総務費・その他合計（２） 19,485,064 

        ※法人運営事業区分で、H26年度に発生した国内外の大規模災害の支援活動を 

         実施した。 

 

        当期活動収支差額 （１）+（２）＝-10,614,277 

 

 平成２６年度決算を総括すると、過年度からの寄付金を原資とする基金事業で支出した額を、お

もに在宅福祉センター事業（介護保険事業）の黒字額が一部吸収し、結果として当期活動収支差額

が-10,614,277円となっている。 
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（参考） 

 

 

平成２６年度 神戸市社会福祉協議会基金・積立金事業 主な実績概要 

 

１．ボランティア基金事業 

(1)ボランティアグループへの助成 

  ボランティア基金の運用益を活用し、ボランティアグループ74団体への運営費助 

 成を実施した。 

 

２．児童福祉基金 

(1) 児童の就学や児童福祉事業に対する支援 

児童福祉基金を活用し、児童養護施設や母子生活支援施設の入所児童の高校修学助成や民間社

会福祉団体の児童健全育成事業などに対する助成を行った。 

また、市内の児童養護施設、母子生活支援施設に入所している児童が大学に進学する際の入学

一時金を給付した。 

「生駒温子」児童福祉事業助成では公募事業及び「ひまわり奨学金」に対し助成を行った。 

(2) SOCIO
ソ シ オ

-
・

ROOTS
ル ー ツ

事業助成 

発達障がい児を対象とした音楽療法や体操教室を実施する事業や、子育て支援等に対して助成

を行った。 

３．障害者福祉基金 

(1) 機能訓練及び授産事業振興のための助成事業 

知的障がい児（者）を対象とした機能訓練及び就労・授産事業振興を目的とした事業に助成を

行った。 

(2) SOCIO
ソ シ オ

-
・

ROOTS
ル ー ツ

事業助成 

障がい児・者を対象とした事業で使用する作業机や棚などの機器・備品等の整備や食堂の改修

などの設備改修費に対して助成を行った。 

(3)「神戸ふれあい工房」の運営助成 

障がい者の自立と社会参加を目指し、「神戸ふれあい工房」を拠点に、障がい者施設・就労支

援事業所の製品の紹介・販売を促進した。開設15周年を機に、平成26年6月16日に店舗をデュオ

こうべ浜の手から、神戸市役所2号館1階へ移転した。 

神戸市と連携して役務受注を含む外商の拡充や、ブランド商品の開発を行い、名刺印刷や記念

品等、行政や企業からの発注増加に努めた。 

(4) こうべ障害者音楽フェアの開催助成 

 障がいのある方やその家族に質の高い音楽を鑑賞していただき、また、音楽が大好きな障がい

のある方の発表の場として「2014ジョイフルコンサート」を開催した。 

 

４．児童福祉基金・障害者福祉基金（共通） 

児童福祉基金、障害者福祉基金を活用して、次世代育成支援及び障がい者の社会参加支援を目

的としたバスを利用した事業に対してその利用料金の一部を助成した。 

 



５．社会福祉推進基金 

(1) 「若年性認知症交流会」の実施 

若年性認知症の本人・家族の相互交流を図るため、家族会やボランティアの協力を得て交流会

を開催し、本人が楽しめるプログラム、家族同士の情報交換、介護者講習等を実施した。 

(2) 発達障害支援者サポート事業及び発達障害児家族支援事業の実施 

総合児童センターで実施してきた「発達クリニック」のノウハウを活かし、専門職（教員・保

育士・児童館・放課後等デイサービス職員等）向けの講座及び市民ボランティア向けの講座を開

催し、専門職の資質向上を図るとともに、市民の発達障がいに対する理解を深め、地域での支援

の輪を広げた。 

また、発達障がい児の保護者に対する家庭での援助プログラムを実施し、保護者支援を行った

。 

 

６．善意銀行の運営 

金銭、物品の預託を受け、また、不要入れ歯リサイクル事業を実施し、収益金を善意銀行で受

け入れ福祉活動を行っている団体・施設に払出を行った。 

 

７．福祉積立金事業（災害支援事業） 

(1) 東日本大震災に対する取り組み 

①被災地支援活動の実施 

学生による被災地復興支援活動として、県下の大学で構成する機関との共催や被災地の大学

との連携により、名取市の仮設住宅や保育所等において被災児童の心のケアに主眼を置いた「

学生ボランティアバス」による支援活動を実施した。 

②災害ボランティア活動パネル展等の実施 

被災地でのボランティア活動や支援活動の状況を広く紹介するため、市民向けのボランティ

ア活動パネル展を開催した。 

③神戸市への避難者に対する支援活動の実施 

神戸市に避難している被災者に対する支援活動として、コープこうべ・神戸ＹＭＣＡとの三

者共催で、コープこうべが所有する「エコファーム」で収穫体験イベントを開催するとともに

、神戸ＹＭＣＡが企画する子ども向け交流プログラムの実施や三者を含めた参加者との交流会

を実施した。 

(2) 平成26年8月豪雨災害(丹波・福知山・広島)に対する支援活動 

① 災害支援活動先遣隊・職員の派遣 及び被災地支援活動の実施 

平成26年8月豪雨災害で被害を受けた丹波市(兵庫県)・福知山市(京都府)・広島市(広島県)

に対する支援のため、先遣隊・応援職員を派遣の上、ボランティアを公募し「ボランティアバ

ス」を運行した。また、神戸マラソンフレンドシップバンクなどからの支援物資を丹波・広島

市災害ボランティアセンターに届けた。 

② 被災地への見舞金の寄贈 

平成26年8月豪雨災害の被災地支援活動に役立てていただくため、福知山市社会福祉協議会

及び広島市社会福祉協議会に見舞金を寄贈した。 

(3) 阪神・淡路大震災の記憶の伝承【新規】 

①阪神・淡路大震災20年事業～震災の体験・教訓・学びを次世代に伝える事業～の開催 

  阪神・淡路大震災から20年を迎えるにあたり、パネルディスカッション「震災20年ＫＯＢＥ



からのメッセージ、ボランティアが果たす役割」、震災を読みつなぐ会ＫＯＢＥ等の協力によ

り「朗読でつづる震災の体験・教訓を次世代に伝えるつどい」及び震災関連のパネル展示等を

実施開催した。 

②阪神淡路大震災1.17のつどい実行委員会への参画 

   1月17日に東遊園地で行われる、阪神淡路大震災1.17のつどい実行委員会へ参画し、当日の炊

き出しの事前準備や1.17のパネル展を実施した。 

(4) 災害対応図上訓練の実施【新規】 

   災害発生時に災害ボランティア情報センター立上げまでの一連の動きを「こうべ災害ボラン

ティア支援マニュアル」に沿って確認するため、災害時対応図上訓練を実施した。 

 

 



 
第２回委員会の MVTシートに関する意見（抜粋） 

 
 
ミッションについて 

 ５年間でどういったことに取り組むのか、何を求めるのか、局の期待する役割をもっ

と具体的に記載する必要がある。 

 外郭団体に市からのミッションを示す上で、民間事業者では代替できない理由を分か

りやすく記載する必要がある。 
 ５年間のミッションについて、ミッション自体の内容が外郭団体に任せることが適切

かどうかといった問題もある。 

 市役所はセクション毎に縦割りに陥りやすいので、場合によっては複数の局が協力し

て事業を実施すれば、より効果的となる事業もあるのではないか。外郭団体が持つ機

能について、組織を分けておく必要がないもの、或いは、統合した方がスケールメリ

ットがあるものについても議論が必要である。 

 当初の設立目的には記載されていない内容だが、時代の経過の中で求められる役割が

変化している事例があった。 
 市民が見た際に分りやすいものでないといけない。 
 
 
ミッションと 2020ビジョン等の関係 

 2020 ビジョン等計画との関係に関する記載欄について、半分程度の団体が空欄となっ

ていたが、市の計画に記載されていないミッションを外郭団体に示すことは疑問であ

る。 

 

 

VALUEについて 

 市から与えられるミッションを実現する際に、市民にとってはどういった価値が提供さ

れるのかを記載する必要がある。各外郭団体がどのような市民サービスを担っているか

を表現することが重要である。 

 

 

ミッション等に関するヒアリング対象を決める視点について 

 局との役割分担やミッションの設定について確認の必要があると思われる団体 

 機能強化やさらなる活用が期待できる団体 

 ミッションが類似している団体 
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神戸市外郭団体の経営評価に関する委員会規則  

平成 27年９月 30日 

規則第 17号 

 （趣旨） 

第１条  この規則は，執行機関の附属機関に関する条例（昭和 31年 11月条例第 36

号）第２条の規定に基づき，神戸市外郭団体の経営評価に関する委員会（以下

「委員会」という。）の組織及び運営その他委員会に関し必要な事項を定める

ものとする。 

 （組織） 

第２条  委員会は，委員３人以内で組織する。  

２  委員会に，特別の事項を調査審議させるため必要があるときは，臨時委員を

置くことができる。 

３  委員及び臨時委員は，学識を有する者その他市長が特に必要があると認める 

もののうちから，市長が委嘱し，又は任命する。 

 （任期） 

第３条  委員の任期は，３年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残

任期間とする。 

２  委員は，再任されることができる。 

３  臨時委員は，その者の委嘱又は任命に係る当該特別の事項に関する調査審議

が終了したときは，解嘱され，又は解任されるものとする。 

 （委員長） 

第４条  委員会に委員長を置き，委員の互選により選任する。  

２  委員長は，会務を総理し，委員会を代表する。 

３  委員長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員が，その職務を代

理する。 

 （議事） 

第５条  委員会は，委員長が招集し，委員長がその議長となる。  

２  委員会は，委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ，

会議を開き，議決することができない。 

３  委員会の議事は，委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したもの
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の過半数で決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。 

 （意見の聴取等に関する協力の要請） 

第６条  委員会は，必要があると認めるときは，第三者の出席及び意見の聴取並

びに第三者からの資料の提出に関し，協力を要請することができる。 

 （除斥） 

第７条  議案について直接の利害関係を有する委員及び臨時委員は，その議事に

加わることができない。ただし，委員会の同意があるときは，会議に出席し，

発言することができる。  

 （会議の公開等） 

第８条  委員会の会議は，これを公開する。ただし，委員の発議により，委員及

び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半数で議決したとき

は，この限りでない。  

 （庶務） 

第９条  委員会の庶務は，企画調整局において処理する。 

 （施行細目の委任）  

第 10条  この規則に定めるもののほか，議事の手続その他委員会の運営に関し必

要な事項は，委員長が委員会に諮って定める。  

   附  則 

 この規則は，平成 27年 10月１日から施行する。  
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